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9 時 0 分から 17 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念 「どんなに重い障がいをかかえていても、誰もが地域の中で普通に暮らしていけるように、障がいのある人もない人も共に育ち歩んでいく」

事業所名 and にこり 日進 作成日支援プログラム

◎物の形および色、数量、大小、1日の生活の流れの理解、簡単なルールの理解が行えるよう取り組みます。
☆主な取り組み☆
・職員および他利用者との遊びの中で、物の形および色、数量、大小、高低を意識することが行えるようなやりとりを楽しみます。
・簡単なルールのある遊びに取り組みます(ボーリング、しっぽとり、じゃんけん等)。ルールを守ったり、協力したりすることを楽しみます。
・利用者の発達状況を考慮し、伸ばせる能力に焦点を当てていきます。

◎物の名称および具体的な事物の名称の理解、個々の特性に応じた意思表示の獲得、他者とのコミュニケーション能力の向上に取り組みます。
☆主な取り組み☆
・実物および実物の写真を見ながら、物の名称とのマッチングを行います(幾つかの発達検査を組み合わせる)。
・1人ひとりの特性に応じて、自分の気持ちを伝える方法およびツール(ハンドサイン、〇×サイン、絵カード、写真カード、視線入力装置等)を模索・提案します。
・職員および他利用者との日常的な関わりの中で、自分の気持ちが伝わることの嬉しさを経験します。

◎他者の認識および関わりの形成、順番とルールおよび役割の認識、社会生活に適応していくために必要なスキルの獲得に取り組みます。
☆主な取り組み☆
・集団で過ごす際のルールを知ったり、役割を担ったりして、他者がいる生活に慣れ親しむことが行えるよう努めます。
・自分の気持ちを伝えることで、受け止めてもらう嬉しさおよび思い通りにならない悔しさを経験します。経験していくことで、思いやりの気持ちを育みます。
・ごっこ遊びおよび共同遊びを経験し、他利用者との関係性構築に取り組みます。

支援方針

利用者の発達状況を踏まえながら、各個人の強みを意識しながら能力向上および維持に努める支援を目指します。
どんなに重い障がいをかかえていても、たくさんの選択肢の中から自分で選んだり、自分の気持ちを他者に伝えたりすることが行えるよう支援します。
地域にいる子どもとして、同じように学校を選び、年齢を重ねていくことに不安がないよう支援します。

営業時間 送迎実施の有無

支　援　内　容

◎日常的な健康状態の把握と維持、日常生活動作(ADL)の獲得、規則正しい生活リズムの獲得に取り組みます。
☆主な取り組み☆
・保護者と密に連携をとり、利用者の体調管理に努めます。来所時には必ずバイタルチェックと全身状態のチェックを行います。
・当日の利用者が揃ったら、朝の会を行います。朝のうたを歌い、当日の利用者の名前を呼び返事をしてもらいます。体操および季節の歌を歌ったり、季節のお話を見ます。
・毎利用時必ず太陽の光を浴びます。
・年齢および発達状況に合わせて、手掴み食べおよび食具を使った食事のサポートを行います。
・実年齢ではなく、利用者の発達状況を加味しながらトイレに座る練習を行います。

◎発達状況に応じた移動能力の向上および維持、五感を活用した感覚遊びの提供に取り組みます。
☆主な取り組み☆
・PT(理学療法士)、OT(作業療法士)が毎月目標設定と評価を行います。
・年齢と発達状況に応じて移動能力(ずり這い、ハイハイ、歩行訓練等)の向上に努めます。
・個々の強みを取り入れたアート活動を行います。絵の具に触れたり、色々な画材および素材に触れることで感覚を刺激します。

本
人
支
援

主な行事等
おやつ作り、調理実習、防災訓練、社会体験日(当事業所利用者が社会と交流をもつ日)、季節のイベント(夏祭り、ハロウィンパーティ、クリスマス会、初詣　等)、
つむぎの展、ママ会(当法人利用者のママたちが集う会)、パパ会(当法人利用者のパパたちが集う会)、当法人主催特別講演会、法人全体運動会　等

家族支援

・保護者の子育てに関する悩みおよび困りごとに対して一緒に考え、寄り添
  い、適切な方法を提案・模索していきます。
・保護者、きょうだい児の方が休息を取れるようサポートします。

移行支援

・保育園、幼稚園等との情報共有、支援方法共有に努めます。
・進学、学校決定に向けて一緒に情報収集をしたり、困りごとを解決し
　ていきます。

地域支援・地域連携

・市の図書館および児童館を定期的に利用したり、地域のイベントに参加す
  る。地域の人に知ってもらい、一緒に育つことが行えるよう努めます。
・事業所単体にこだわらず、法人主催のイベント(講演会、運動会など)に積
　極的に声掛けを行い、参加を促します。

職員の質の向上

・正規職員向け職員研修の実施(月1回)、職員の勤務形態を問わない勉
  強会の実施(月1回)、全職員を対象とした社内研修の実施(年1回)。
・学会および各種研修への参加(参加補助制度あり)。
・職員の研究に対する補助制度あり。資格取得のための補助制度あり。


